
 

 

 

 

児童の成長の姿が見られた授業参観 
インフルエンザ等による学級閉鎖のため、予定より一週間後れの授業参観なりました

が、多くの保護者の皆様にご来校いただき、児童たちの学習活動の様子をご覧いただき

誠にありがとうございました。日程変更により、複数の学年にまたがる兄弟姉妹の参観

が掛け持ちとなり、ご苦労をおかけしたことをお詫び申し上げます。 

以下、当日の授業の一コマを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈３月の主な行事予定〉 

２日(月) 

３日(火) 

４日(水) 

５日(木) 

６日(金) 

９日(月) 

10日(火) 

 

11日(水) 

12日(木) 

13日(金) 

･ 委員会(11) 

･ コグトレ、集金日 

･ 新１年生学校見学会 

･ 校外班集会 

･ B5 14:30一斉下校、事務処理日 

･ B5 14:25下校、事務処理日 

･ 古紙･アルミ缶回収日 

 A5 14:25下校、事務処理日 

･ B5 14:25下校、事務処理日 

･ 読み聞かせ(10) 

･ 第一中学校卒業式 

16日(月) 

17日(火) 

18日(水) 

19日(木) 

20日(金) 

23日(月) 

 

24日(火) 

 

26日(木) 

 

27日(金) 

･ 学校生活アンケート（～3/19） 

･ 表彰朝会、4年移動尾瀬自然教室 

･ B5 14:35下校、大掃除 

･ 団活動 

･ 春分の日 

･ B3 1～4･６年1135下校、卒業式

準備(5年:給食あり、14:25下校) 

･ 卒業式(1～3年 9:30下校、 

4･5年:式参加後 11:30下校) 

･ 修了式、離任式、11:00下校 

PTA会計監査 16:00 

･ 学年末休業日(～3/31) 

館林市立第九小学校だより 第10号 

 

 

 

 

 みのり 令和８年２月２６日 発行者 小松崎 広幸 

 

１年生活「もうすぐ２年生」 

 

 

 

 

 

２年音楽「こぎつね演奏」 

 

４年総合「２分の１成人式」 

 

 

 

６年国語「今、私は、僕は」 

 

 

 

３年算数「少数の引き算」 

 

 

 

５年学活「いじめ防止のため

に自分たちができること」 

 

 

児
童
が
授
業
の
主
役
と
な
り
、
発
表
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３／２(月)より留守番電話対応の試行期間が始まります。 

 教職員がゆとりをもって、自ら学び、子どもたちと向き合える時間を確保するため、教職員の働

き方改革推進の一環として、市内全小中学校で夜間や休日等の留守番電話での対応が始まります。 

 

   留守番電話等になる時間帯（電話がつながらない時間帯）※小学校の場合 

平日１８：００～翌日７：５０  長期休業日１６：３０～翌日８：３０ 土日祝日は終日  

 

※３月は試行期間とし、４月１日より本格実施となります。 

☆詳細は、令和８年２月２０日館林市教育委員会発出のHome&Schoolのメール添付の通知をご

参照いただき、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。 

※おもて面、標題枠内の写真は「わたらせ見守り隊」交通安全功労者表彰状授与式 

２月１７日(火)第２回いじめ防止集会の実施 
【なやんだり、落ち込んだりしている友だちに、どんな声かけが大切だろう】をテ

ーマに代表・青少年赤十字委員の児童による寸劇やプレゼンテーションを通して、悩

んだり落ち込んだりしている友だちに、どんな声かけが大切かを学び、友だちに寄り

添い、支援することがよいかを全校で考えました。また、校長の講話では、「いじめ・

暴力は絶対に許されないこと」や「インターネットでの人権侵害」についての話 

を聞き、「安心、自由、自信(誇り)をもって生活できる礎である人権の大切さ」につ

いて、あらためて理解しました。集会の後は、各クラスで集会の内容を振り返り、こ

れからの生活でどう生かし実行していくかを考え、学びを深めました。 

 

２月３日(火)５，６年生「命の授業」の実施 
 館林厚生病院の助産師、中村淳子先生を講師に迎え、５，６年生を対象に「命の

大切さ、重さ」を体感する授業を実施していただきました。「受精卵より小さい折り

紙に空けた針の穴」や「胎児の成長とともに変化する子宮の模型」を手に取って見

たり、「新生児と同じ大きさ、重さの赤ちゃん人形」を抱いたりし、さらに「妊婦体

験装具」を着用し日常の動作をしてみたり 

と体験を通して、自分たちの誕生とこれま 

での成長を重ね合わせ、自他の命の大切さ 

と育ててくれた親や家族の愛情の深さにも 

気付くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


